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　平成23年度第２回目の野の花観察会は、7月10日（日）、参加者19名で
実施されました。
　夏の盛りを迎えた阿蘇の草原は青 と々茂り、その中に、色鮮やかな花たち
が天に向かって立つ姿が見られます。今や日本一の自生地となり、我が阿蘇
ナショナルトラスト地の名物ともなっているヒメユリは、今年もまた輝くよう
に濃い朱色の花を緑の草原のいたるところに咲かせています。また、中国の
武将にちなんで名付けられたというハンカイソウは、なるほどすっくとした立
ち姿。
　その他、ツクシクガイソウ、アソタカラコウなどの希少種が咲き並び、阿蘇
地域の「自然の豊かさ」と野焼きや草刈りといった「農業と自然との共生の
取り組み」の大切さを、あらためて実感します。

［活動報告］

（７月１０日）阿蘇
野の花観察会
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（９月２３日）
阿蘇野の花観察会
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ウラジロヤナギアザミ ツルボ

ゲンノショウコ

アレチマツヨイグサ

　平成23年度第3回目の野の花観察
会は、9月23日（日）、参加者15名で実
施されました。例年よりも気温は高く、
雲ひとつない好天の下、草原をかき分
けて歩くと汗ばむほどです。
　夏の名残の緑はまだ草原を支配し
ていますが、ススキやオギが盛りはじ
め、陽光に美しく輝いています。
　ところで、上に写真を掲載したナン
バンギセルはススキの根元に育つ植
物。自分では光合成ができないために、
ススキの根に寄生して養分を得るのだ
とか。同じ植物でも、それぞれに個性
が異なっており、互いに助けあって大
きな環境（草原）を形成しているので
すね。できれば、私たち人間も、そのネ
ットワークの仲間にいたいものです。

［活動報告］
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〒862-0912 熊本市錦ケ丘3番15号　TEL＆FAX  050-6620-8306

発行 東日本大震災および福島第一原発事故に被災された皆さまに、お見舞い
を申し上げます。お悲しみとご苦労が少しでも癒えることを、お祈りいたして
おります。当協会のような自然保護活動はすぐにはお役に立てませんが、そ
れぞれの場所で後世につなぐすなければ。あらためて、誠実に取り組んでい
きたいと思っています。　　　　　　　k.mori@airs.ne.jp（広報担当：森）
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●第１回阿蘇野の花観察会　4月29日（日）　阿蘇花野トラスト地　キスミレ、ヒトリシズカなど
　※終了しました

●第２回阿蘇野の花観察会　7月10日（日）　

●第３回阿蘇野の花観察会　9月23日（秋分の日）　
　阿蘇花野トラスト　ワレモコウなど

■会報誌「花野たより　Vol．23」発行　

■会報誌「花野たより　Vol．22」発行　※本紙　

■会報誌「花野たより　Vol．24」発行　

■会報誌「花野たより　Vol．25」発行
●野焼き　2011年３月11日（日）　予備日 ３月18日（日）、20日（春分の日）、3月25日（日）

●草刈り　10月９日（日）　予備日10月10日（体育の日）　
●草集め　10月16日（日）　予備日10月23日（日）

2011年度の活動スケジュール

阿蘇花野協会は、次の団体からの寄付・助成金を受け、活動しています。

NPO法人阿蘇花野協会の2011年度スケジュールは、下記のとおりです。
各活動については事前にご案内をお送りし、参加者確定の上で実施いたします。ふるって、ご参加ください。

本年度の活動スケジュールです。INFOR
MATIO

N

●阿蘇野の花観察会　●草刈り・草集め　●野焼き　■会報誌発行　★調査研究活動　

★放置人工林、放棄地植生・植物相調査（１）（※専門員のみの活動）

★放置人工林、放棄地植生・植物相調査（２）（※専門員のみの活動）

★放置人工林伐採（※専門員のみの活動）

★放置人工林伐採跡整理（※専門員のみの活動）

三井物産環境基金

※終了しました

※終了しました

※終了しました

※終了しました
※終了しました


